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ビジョン１：ユニバーサル都市・福岡を実現する道づくり

1.人に優しい道づくり

2.公共交通を活かす道づくり

3.自転車と共生する道づくり

1-1 道路のバリアフリー化
1-2 誰もが安心して歩ける歩行空間の整備や通学路の安全対策
1-3 効率的・効果的な交通安全対策

2-1 総合交通体系の構築を支える道路整備
2-2 バス利用環境の改善

3-1 自転車通行空間のネットワーク強化
3-2 放置自転車対策
3-3 使い易い駐輪場の確保にあわせた路上駐輪場の段階的な廃止

ビジョン２：都市の魅力に磨きをかける道づくり

4.経済活動を支える道づくり

5.まちづくりや多様な
モビリティに対応した道づくり

6.FUKUOKAを楽しむ道づくり

4-1 自動車専用道路の整備
4-2 幹線道路の整備
4-3 ボトルネック箇所の改善
4-4 連続立体交差事業の推進

5-1 拠点のまちづくりと連携した道路空間の整備
5-2 民間ビル等の建替えと一体となった道路空間の整備・活用

・維持管理
5-3 駐車施策の推進
5-4 多様なモビリティに対応した道路空間の検討

6-1 誰もが歩きたくなる歩行空間の整備・活用
6-2 景観と調和した道路空間の整備
6-3 わかりやすい道案内への取り組み

ビジョン３：市民のくらしを守る道づくり

7.災害に強い道づくり

8.環境に配慮した道づくり

9.次世代に繋ぐ道づくり

7-1 緊急輸送道路の整備
7-2 無電柱化の推進
7-3 狭あい道路拡幅整備の推進

8-1 道路照明灯のLED化
8-2 排水性舗装・透水性舗装の整備
8-3 道路緑化

9-1 道路施設・橋梁の計画的補修による長寿命化
9-2 道路の効率的・戦略的な維持管理

10.みんなで守り育む道づくり

10-1 防犯灯のLED化の促進
10-2 市民等との共働による道路環境の保全
10-3 道路利用の適正化
10-4 市民等による道路の見守り
10-5 わかりやすい広報・広聴活動

道路整備の基本的な考え方 主要施策

「福岡市道路整備アクションプラン2024」で掲げていた道路整備の基本的な考え方、及び主要施策

は次のとおり。

参考１ 現計画における道路整備の基本的な考え方と主要施策

新しい福岡市道路整備計画に関する参考資料
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参考２ 道路を取り巻く状況

人口、面積

■ 人口構造、面積

R6.6.1現在
資料：福岡市推計人口

【福岡市の面積と人口】

【人口の推移、年齢別人口構成】

資料：国勢調査
資料：福岡市の将来人口推計

【障がい児・者数及び総人口に占める割合の推移】

資料：「第７期福岡市障がい福祉計画」
資料：「第３期福岡市障がい児福祉計画」

全国的に人口減少社会を迎える中、福岡市の人口は一貫して増加を続けており、令和６年で

約165万人となっている。将来人口推計の予測では、今後も増加を続けるものの、令和22年

頃に約170万人に達し、ピークを迎えると見込まれている。

総人口に占める高齢者（65歳以上）の割合が21％を超えて超高齢社会に突入しており、今後

も高齢化率が上昇し続ける見込みとなっている。

また、総人口に占める障がい者の割合も増加傾向となっている。

面積 人口

東区 69.46k㎡ 335,530人

博多区 31.62k㎡ 261,398人

中央区 15.39k㎡ 214,084人

南区 30.98k㎡ 270,941人

城南区 15.99k㎡ 134,115人

早良区 95.87k㎡ 224,465人

西区 84.16k㎡ 213,234人

計 343.47k㎡ 1,653,767人
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船舶観光上陸許可・寄港地上陸許可（博多港）

博多港

福岡空港

（万人）

（年度）

人流

■ 入込観光客、外国人入国者

■ 人の動き

物流

■ 貨物量・コンテナ量

【入込観光客数の推移】 【外国人入国者数の推移】

資料：福岡市経済の概況資料：福岡市の観光・MICE

福岡市を訪れる観光客や外国人入国者は増加していたが、新型コロナウイルスの影響により、

令和２年度以降大きく減少した。

令和５年度は、福岡空港の旅客数がコロナ前を超えるなど、徐々に交流人口が回復している。

人の動きは増加傾向となっており、近年は特に高齢者（65歳以上）の動きが増加している。

資料：北部九州圏パーソントリップ調査

【人の動きの変化】

【海上輸出入貨物量・国際海上コンテナ量の推移】

博多港における貨物量の取り扱いについては、ほぼ横ばいとなっており、福岡空港については、

新型コロナウイルスの影響により令和２年度に大きく減少したものの、令和4年度は若干回復し

ている。

資料：令和4年博多港統計年報 資料：暦年・年度別空港管理状況調書

【福岡空港の貨物取扱量の推移】
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単位：

千トリップエンド/日

■ 自動車・自転車利用割合

■ 自動車保有台数

自動車・自転車

トリップ数全体（人の動き）が増加する中、自転車利用の割合は、ほぼ横ばい、鉄道やバスの割

合が増加、自動車利用の割合が減少している。

資料：北部九州圏パーソントリップ調査

【交通手段別の動きの変化】

福岡市・都市圏ともに、自動車保有台数は年々増加しており、令和４年度末で約75万台（福岡

市）、約140万台（都市圏）となっています。車種別に見ると、軽自動車が増えている。

【自動車保有台数の推移（福岡市）】

【自動車保有台数の推移（都市圏）】

資料：九州運輸局

資料：九州運輸局
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CO2排出原単位[g-CO2/人km](2022年度)

■ 二酸化炭素排出量

新たなモビリティ

■ 新たなモビリティサービス

環境

資料：政府広報オンライン

資料：国土交通省
WISENET2050･政策集

自動運転（物流）

交通機関の利用拠点や人々の交流の場として期待されるモビリティハブや自動運転など、

技術革新等を背景として新たなモビリティサービスに対する動きが活発になってきている。

モビリティ･ハブ

資料：国土交通省
道路政策ビジョン2040

自動車部門の二酸化炭素排出量は、令和元年まで横ばいで推移していましたが、令和２年か

ら減少傾向となっている。

また、１人を１km運ぶのに排出される二酸化炭素の排出量は、自家用自動車が最も多くなって

いる。

資料：福岡市環境局

【二酸化炭素排出量の推移】 【1人を1km運ぶのに排出される
二酸化炭素の排出量】

資料：国土交通省
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■ 交通事故発生件数

■ 年代別の交通事故割合、道路形状別交通事故発生件数

交通事故

市内の交通事故件数及び死者数は減少傾向となっています。

また、令和4年度における交通事故のうち、交差点や交差点付近での事故件数が約6割となっ

ている。

【交通事故発生件数と死者数の推移】

資料：令和4年 福岡市の交通事故

高齢者（65歳以上）関連事故の割合は、増加傾向となっており、年少者（15歳未満）関連事故

割合は、横ばいで推移している。

【高齢者・年少者関連の交通事故発生件数の推移】

資料：福岡市市民局
資料：福岡市統計書

資料：福岡市市民局
資料：福岡市統計書

【道路形状別交通事故発生件数】

資料：令和4年 福岡市の交通事故

【高齢者】 【年少者】

約6割

■ 自動車１万台あたりの交通事故件数

福岡市の自動車１万台あたりの事故発生件数は、大阪市や浜松市に次いで、ワースト３位と

なっている。

96
88

80
72 67 65 64 61 61 59 56 52 51 44 39 37 35 32 30

22

0

20

40

60

80

100

120

大
阪
市

浜
松
市

福
岡
市

北
九
州
市

静
岡
市

さ
い
た
ま
市

神
戸
市

川
崎
市

名
古
屋
市

堺
市

相
模
原
市

熊
本
市

横
浜
市

京
都
市

千
葉
市

札
幌
市

岡
山
市

仙
台
市

広
島
市

新
潟
市

（件）

資料：数字でわかる福岡市のいま

【自動車１万台あたりの交通事故件数（政令市比較）】
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■ 自然災害への備え

防災

福岡市では、平成17年3月に発生した福岡県西方沖地震により、法面の崩壊や舗装の隆起な

どの被害が発生した。警固断層帯南東部では、今後30年以内に地震が発生する確率は0.3%

～6%と言われており、国内の主な活断層の中では高くなっている。

令和6年1月に発生した能登半島地震では、土砂崩れや道路の陥没などによって多数の通行

止めなどにより、救助や支援の手が届きにくい状況になるとともに、水道や下水道などの復旧に

期間を要している。

また、令和元年9月に発生した台風15号では、千葉市を中心に電柱約2,000本が倒壊、最大

約93万件の停電が発生し、停電の解消に約2週間を要した。

【警固断層帯南東部で地震が起きた場合】

施設の老朽化

【能登半島地震による道路崩落】 【台風15号による電柱倒壊】

資料：千葉県資料：石川県

施設の老朽化

警固断層帯南東部

資料：福岡市揺れやすさマップパンフレット

断層の位置 警固断層帯南東部

断層の長さ 約27km程度

規 模 マグニチュード7.2
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■ 道路ネットワーク、地域の主要渋滞箇所

道路状況

整備済

事業中

整備済

事業中

未着手

整備済

事業中

未着手

一般道
（４車線以上）

一般道
（２車線）

凡　　　例

自動車
専用道路

福岡外環状道路や都市高速道路をはじめとした、都市計画道路などの整備により、放射環状

型の幹線道路ネットワークの形成が進んできたものの、市内の一部においては、依然として渋滞

が発生している。

【道路ネットワーク】

【主要渋滞箇所】

・ 都市計画道路の整備率 ： 約85％（令和4年度末）

・ 市内指定箇所 ： 75箇所（令和4年8月時点）

凡 例
主要渋滞箇所

市管理

国管理

資料：福岡県交通渋滞対策協議会資料を基に福岡市作成
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2,200
2,257 2,310

2,370 2,399 2,422

329
340

353
359

361 365
49

51
53

53
53 53

2,578
2,648

2,716
2,781 2,813 2,841

1,600

1,800

2,000

2,200

2,400

2,600

2,800

3,000

H15 H19 H23 H27 R1 R5

市道 県道 国道

（1万㎡） （年度）

3,449
3,498 3,529 3,565 3,578 3,597

256
256

257
256 256 25631

31
31

31 31 31

3,736
3,785

3,817
3,851 3,865 3,883

3,000

3,200

3,400

3,600

3,800

4,000

H15 H19 H23 H27 R1 R5

市道 県道 国道

（km） （年度）

【道路面積】

管理道路

■ 橋梁の老朽化

施設の老朽化

福岡市が管理する橋梁は、約2,000橋にのぼり、これらの橋梁は、1970年代から1980年代

の高度経済成長期に建設されたものが多く、すでに補修や更新時期を迎えている。

資料：議会要覧

道路の管理延長・面積は年々増加しており、約3,900km・約2,800万㎡に達している。

■ 道路の管理延長・面積

【道路延長】

資料：議会要覧

37

173

634

793

192
131

39 23
0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

1950年代

以前

1960年代 1970年代 1980年代 1990年代 2000年代 2010年代 建設年代

不明

橋
梁
数

(橋) 橋梁数 2,022橋

【建設年代別の橋梁数】

資料：福岡市
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81 83 78 82 92 85 82 74 75 76 77 75 62 61 62 70 67 66 71 74 79 

1,029 

906 

772 

579 

468 

394 
357 

319 313 305 290 279 260 243 255 252 269 
237 257 269 281 

49.7%

85.4%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

0

200

400

600

800

1,000

1,200

H9 H11 H13 H15 H17 H19 H21 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

（億円）

（年度）

維持管理費 直轄負担金 都市高速道路 道路・街路事業 都市計画道路整備率

1,047 1,056 1,018 1,030 1,005 1,004 1,061 1,036 999 1,038

1,811 1,922 2,000 2,064 2,147 2,170 2,270 2,340 2,696 2,753

750 760 756 754
1,390 1,403 1,393 1,426

1,443 1,458

3,608 3,738 3,774 3,848

4,542 4,577 4,724 4,802
5,138 5,249

46.6 % 48.1 % 48.1 % 48.5 %
53.2 % 54.2 % 54.3 %

38.5 %
44.2 % 46.7 %

0

10

20

30

40

50

60

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

（％）
（億円）

（年度）

人件費 扶助費 公債費 義務的経費割合

■ 市予算、道路事業の予算

財政状況

市全体の予算（一般会計）において、扶助費（生活保護費などの医療・福祉経費）などの義務的

経費が増加傾向となっている。

道路事業に関する予算は、平成9年度をピークに減少が続いており、令和6年度はピーク時の

約1/4程度になっている。
【市予算における義務的経費の割合】

資料：財政のあらまし

【道路事業に関する当初予算（一般会計）と都市計画道路整備率の推移】

資料：福岡市

※R2以降、コロナの影響等により臨時的経費が大幅に増加したため、義務的経費割合が減少している。
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14.9 

12.2 

10.0 

9.8 

7.4 

6.8 

6.5 

6.3 

5.1 

4.8 

4.4 

3.2 

2.9 

2.3 

1.7 

1.0 

0.4 

0% 5% 10% 15%

歩道の設置や拡幅、段差解消など

自転車通行空間の整備

道路の維持補修

電柱の撤去や電線類の地中化

身の回りの道路施設の改善

主要な地点を結ぶ幹線道路の整備

身の回りの道路の拡幅整備

放置自転車の撤去

緑地空間の整備

歩道上の休憩施設の整備

都市高速道路などの自動車専用道路の整備

案内標識の新設、記載内容の改善など

道路の清掃

景観に配慮した道路整備

新たな乗り物を考慮した道路整備

その他

現状のままでよい

15.9 

11.5 

12.6 

5.6 

10.1 

5.3 

4.4 

59.5 

61.0 

53.8 

48.2 

39.5 

32.3 

28.0 

16.9 

15.9 

22.6 

23.6 

29.2 

32.1 

36.1 

4.6 

4.3 

4.6 

5.6 

15.0 

19.5 

13.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

道路の清掃（道路にごみがないなど）

街路樹などの緑の豊かさ

公共施設などへの案内標識のわかりやすさ

景観に配慮した道路の美しさ

道路上に自転車が放置されていないこと

道路に電柱や電線類がないこと

歩道上に休憩施設（ベンチなど）があること

満足 どちらかといえば満足 どちらかといえば不満 不満 わからない 無回答

■ 『道路の快適性や利便性』 における満足度

道路整備に関する市民ニーズを把握するため、令和４年７～８月にアンケートを実施し、

『道路の快適性や利便性』、『力をいれていくべき道路事業』などの重要度・満足度を回答し

ていただいた。

■ 『力を入れていくべき道路事業』

不満
51.6%

「道路の清掃」、「街路樹などの緑の豊かさ」への満足度は高いが、「道路に電柱や電線類が

あること」、「歩道上に休憩施設がないこと」への不満が高くなっており、無電柱化の推進や

休憩施設の設置が求められている。

「歩道の整備（歩道の設置や拡幅、段差解消など）」、「自転車通行空間の整備」、「道路の

維持補修」、「電柱の撤去や電線類の地中化」に関する要望が全体の約5割を占めている。

不満
49.3%

約５割

参考３ 市民からの意見

-11-



●暗い所を照らしたり、イルミネーションなどで雰囲気良くすることで、明るい福岡市になる

●安全・安心に道路を利用できているが、安全施設の整備に加えて、道路を利用する人々

のモラル・マナーの向上が重要

■ みんなでつくる将来計画プロジェクトにおけるワークショップ

令和５年度に総務企画局が実施した「みんなでつくる福岡市の将来計画プロジェクト」において、

「福岡市の道路整備」に関するワークショップを４回開催した。

福岡大学 工学部

社会デザイン工学科

福岡大学 工学部

社会デザイン工学科

九州大学

経済学部
福岡工業高校

開催日 令和5年10月16日 R5年11月16日 R5年11月17日 R5年10月25日

相手方
防災･環境地盤工学
研究室 11名

景観まちづくり
研究室 11名

経済学部
5名

都市工学科
14名

【主な意見】

ビジョン１ ユニバーサル都市・福岡を実現する道づくり

●歩道の段差をなくし、自転車やベビーカー、車椅子でも安心に

●子供でも老人でも安心して安全に歩ける道路整備

●自転車で移動しやすい道路整備

●電信柱のないまちづくり

●再生可能エネルギーやＥＶの推進

●市内中心部への交通流入の減少に向けた対策

●歩くのが楽しいまち

■ みんなでつくる将来計画プロジェクトにおけるオンラインアンケート

ビジョン２：都市の魅力に磨きをかける道づくり

ビジョン３：市民のくらしを守る道づくり

「みんなでつくる福岡市の将来計画プロジェクト」において、個人から寄せられた意見

（述べ3，315件）のうち道路整備に関連する主な意見を抜粋。

「安全・安心」

「魅力・憩い・賑わい」

「経済・物流・防災・環境」

●経済効果の高い対策を実施し、確保した財源を活用して安全安心や魅力・賑わいに資す

る対策を推進することが重要

●経済発展のため物流拠点を中心とした道路ネットワークの強化などによる渋滞解消

●防災対策として、無電柱化を推進することが重要

●環境対策として、街路樹を整備することが重要

●観光客や緑化範囲を増やすため、「魅力・憩い・賑わい」を伸ばし、経済や環境の好循環を

創出することが重要

●福岡市に集まる若い世代が魅力を感じる、「魅力・憩い・賑わい」を更に伸ばすべき
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■ 福岡市道路整備懇談会での主な意見
学識経験者や道路利用者等の様々な分野で活躍されている方で構成する「福岡市道路整備
懇談会」において、今後の道路整備のあり方について次のような意見が出された。

【開催状況】

第１回 ： 令和６年 ８月 ８日 ※次回開催は10月頃を予定しており、計3回開催予定

氏 名 所属・役職等

伊賀上 恵子 公益財団法人福岡観光コンベンションビューロー 事務局長

入江 晋 公益社団法人福岡市老人クラブ連合会常務理事

甲斐 絵里 福岡市道路利用者会議 理事

榊 淳英 福岡市PTA協議会 副会長

柴田 久 福岡大学工学部社会デザイン工学科 教授

清水 邦之 NPO法人福岡市障害者関係団体協議会理事長

萩島 理 九州大学 総合理工学研究院 教授・副理事

◎ 松永 千晶 福岡女子大学国際文理学部環境科学科 准教授

村上 哲 福岡大学工学部社会デザイン工学科 教授

令和６年８月時点

※行政アドバイザーとして国土交通省と福岡市から各１名参加

※氏名に◎の委員が座長

【主な意見】

ビジョン１ ユニバーサル都市・福岡を実現する道づくり

●ユニバーサルデザインに基づく整備が進めば、外出意欲が高まる

●高齢者は、認知機能や判断力が低下するため、分かりやすい案内サインが必要

●小学校付近以外も歩車分離を行うことで、子どもの事故を減少させることが必要

●公共交通の利便性向上など、総合交通体系の構築を支える道路整備が重要

ビジョン２：都市の魅力に磨きをかける道づくり

ビジョン３：市民のくらしを守る道づくり

参考４ 福岡市道路整備懇談会からの意見

●幹線道路の整備に加えて、今あるものを有効活用しながら、局所的な渋滞対策を進める

ことが必要

●まちづくりとの連携や拠点を繋ぐ道路によって、スムーズに移動できることが都市の活力

を高める上で重要

●道路景観は、利用者が快適で楽しそうにしてることが重要であり、舗装などの色彩にも

配慮が必要

●国の新たな取り組みを採用するなど、道路を活用し、魅力を高めることも必要

●自然災害への備えに加えて、被害が生じた場合の早期復旧や交通マネジメントなどの対

応も必要

●橋梁や道路施設の長寿命化など、適切な維持管理が重要

●脱炭素社会の実現に向けて、二酸化炭素排出量の少ない材料や温暖化に対応した舗装

材などの検討が必要

●街路樹の整備により、都市の温度を下げ、憩いや潤いを与えることで都市景観も向上する

●沿道の方が道路に愛着を持ち、自発的に清掃を行うなどの取り組みを促す活動が重要
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＜社会情勢の変化等＞

・超高齢社会の進展

・インバウンドなど交流人口の増加

・まちづくりの進展

・脱炭素社会に向けた社会的要請

・義務的経費の増加

社会
情勢等
の変化

・自動車利用割合の減少

・生活圏の移動に対するニーズ

の高まり

・交通基盤整備の進展

・公共交通の担い手の減少

・新たなモビリティサービスの活発化

交通の
現状

視点① 持続可能な総合交通体系の構築

視点②

視点③

視点④

視点⑤

交通ネットワークの充実・強化

交流を支える都心部交通

市民の日常を支える生活交通の確保

脱炭素社会の実現に向けた交通環境づくり

目標像Ⅱ

目標像Ⅲ

目標像Ⅳ

目標像Ⅴ

目標像Ⅰ
■公共交通全般や道路に関する意見

■拠点等へのアクセス強化に関する意見

■安全・安心・快適な交通環境に関する意見

■生活交通の確保に関する意見

■環境に配慮した道路交通に関する意見

■自転車で移動しやすい交通環境に関する意見

■都心拠点間の公共交通軸の形成や回遊性向上に関する意見

■自動車交通の円滑化に関する意見

■広域交通拠点の交通結節機能強化に関する意見

■分かりやすく使いやすい交通環境づくりに関する意見

項 目 主な内容

持続可能な公共交通 幹線交通、支線交通、ラストワンマイル交通の連携が重要

担い手不足 鉄道、バス、タクシーの担い手が不足

生活交通の確保 オンデマンド交通の継続を / 生活圏を意識した生活交通確保を

交通ネットワーク 小規模な改良で最大限の効果を

都心部交通 車から人・公共交通中心へ / 拠点間アクセス強化・充実を

環境 公共交通へのさらなる転換を など

＜市民からの意見＞

＜交通事業者や学識経験者等からの意見＞

※現計画の目標像ごとに分類

など

など

※参考３参照

＜主な視点＞

参考５ 福岡市都市交通基本計画の検討状況

上位計画である「都市交通基本計画」については、取り巻く社会情勢等に変化が生じていること

などを踏まえ、市民や議会、有識者、交通事業者等の意見を伺いながら、５の視点から検討が進め

られている。

【令和6年6月議会報告資料抜粋】
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